
渋谷区立笹塚中学校の部活
動を笹塚ボウルでやっていると
聞いて、その練習日（水曜日）に
合わせて取材にうかがった。
「今年の1月に、笹塚中学の
オンライン授業の講師をやった
んです。ボウリング場からボウ
リングについて講義を行い、そ
の後学年ごとにボウリング大会
を開催したところ、生徒の反応
がよくて、校長先生から『これ
は部活にしようよ』とおっ
しゃっていただいて、とんとん
拍子に話が進み、4月に正式に
スタートしました。調べてみる
と、公立中学校にボウリング部
ができたのは初めてということ
でした。現在は16名の部員が
在籍して活動しています」
それがきっかけとなったの

か、渋谷区にある公立の8校
で、合同の部活を立ち上げると
いう話が進行中だそうだ。
「笹塚中は現在全校で120人
ぐらい。笹塚中に限らずどこも
生徒数が減少しています。その
少子化に加えて、学校の先生の
働き方改革というのが大きな
テーマになっていて、解決策の
ひとつとして渋谷区では、学校
単位ではなく横断的な部活動
改革プロジェクトというのを立

ち上げたんです。私もプロジェ
クトのメンバーに入れてもらっ
ていて、本格始動は来年の4月
からになりますが、テスト期間
としてボウリングのクラブ活動
が、11月13日に笹塚ボウルで
スタートします」
それには、先行して始めた笹
塚中学の部活動の実績が大き
かったが、それ以外にも小学生
を対象としたジュニアボウリン
グ教室や、都のジュニア育成地
域推進事業に積極的に関わって
きたことも後押しをした。
「ジュニア教室で楽しさを
知った子供たちが中学に上がる
ときに、継続してやってもらい
たいので、学校の先生方に『授
業でボウリングをやってみませ
んか』とか『部活を作ってみま
しょうよ』というような話を冗
談半分でしていたのが、現実に
なりました」

井口プロがジュニアの開発に
目を向け、小学生を対象にした
ジュニア教室を積極的に行うよ
うになったのは、2008年ころ
からだという。
「東京都体育協会と教育委員
会の共催で、渋谷区と杉並区の
ボウリング連盟と協力しなが
ら、うちが運営する形で行って

「今年国体は中止になりまし
たが、東京都の成年男子代表4
名はすべて、このジュニアクラ
ブの卒業生でした。そういう実
績については、行政から活動へ
の補助を頂いている分、こうい
う成果がありましたという報告
を必ずするようにしています」
今新たに取り組もうとしてい

るのは、笹塚ボウルという一セ
ンターの枠を超えて、広くジュ
ニアを組織化することだ。
「来年の4月から、毎週土曜
日にさまざまなジュニア向けの
企画を打っていこうと思ってい
ます。その環境整備として、
ジュニア教室などこれまでの
取り組みをアピールしながら、
行政や企業などいろんなとこ
ろに協力を募る取り組みを始
めています。これは笹塚ボウル
だけの事業としてやってもしょ
うがないので、ゆくゆくは東京
全体で…と思っていますが、と
りあえずうちを含めて6セン
ターある城南地区で進めてい
きます。まずは“ジュニアボウ
リングプロジェクト”の公式
LINEの立ち上げをして、告知
のツールを作る準備をしてい
ます」
夢は広がるが、目的意識を共
有するセンターが増えること
が、実現への早道なのだろう。
「ジュニア開発について聞き
に来てもらえば、包み隠さずい
くらでもノウハウをお話しま
す。私もジュニアクラブのあっ
たセンターで勉強させても
らって、私なりにアレンジして
やってきました。それぞれ地域
によって事情も異なると思う
ので、いいところを吸収して自
分のところなりのアレンジをす
れば、よりいいものができると
思います」

「他のスポーツに比べて、校
外ということもあってどうして
も遊びに行くような感覚にな
りがちなので、挨拶から始め
るようにしています。そして技
術指導よりも、あくまでもボウ
リングの楽しさを知ってもらう
ための教室なので、バンパー
を立ててやっています」
同センターでは、教室でボ

ウリングに興味を持った子や、
物足りなさを感じた子に対し
ては、ジュニアアカデミーを設
けている。現在は小学生が対
象だが、中学生を対象にした
アカデミーも準備中とのこと
だ。さらには、競技として本格
的に取り組みたい子を対象に
したジュニアクラブも運営し
ている。

「アカデミーは最初、20名
程度の定員で月曜にやってい
ましたが、あふれてきたので
火曜、水曜を追加して3コース
になっています。3カ月通うと
マイボールをプレゼントして
いますが、これが結構モチ
ベーションになっているみた
いです」
一方で競技者養成を掲げる

ジュニアクラブは、小学生から
高校生までと幅広い。
「もともと地域の社会貢献事
業として始めたので、入会金1
万円、月謝5千円と安く設定し
ています。練習日は週5日設け
ていますが、他の習い事をし
ている子もいるので、来れる
ときに来なさいねという形で
す」
クラブからはナショナル
チームメンバーや、全国高校
対抗選手権の優勝者なども
育っている。

ジュニア育成の現状──笹塚ボウル編 （井口直之・㈱京王興産ボウリング事業部長に聞く）

「ジュニアはボウリングの未来」

少子化に加えて、子供たちの趣味趣向が多様化する昨今、ボウリングに限らず
各スポーツの現場では子供たちの興味をひくことに苦戦している。そんななかで
もここ数年、ジュニアの開発・育成に力を入れ、目覚ましい成果を挙げている笹
塚ボウル（東京・渋谷区）。3年前にトーナメントからの卒業を宣言し、ボウリング
事業部長としてセンターの運営に本腰を入れる同センター所属の井口直之プロ
（41期）に、その取り組みを聞いた。

公立中にボウリング部 います。春休みや夏休みなど学
校の長期休み中に実施してい
ますが、毎回定員いっぱいにな
ります。最近は、受け付けを始
める前から『今年はないんです
か』と、子供の方から問い合わ
せがくるほどです」
この事業には、施設利用料と

して行政から補助が出ているそ
うだが、その裏には、都の体育
協会や教育委員会などとの地
道なパイプ作りがあった。
「例えば渋谷区が主催するイ
ベントには、いつもミニボウリ
ングを持っていって出展した
り、日ごろから社会貢献事業に
積極的に関わるようにしていま
す。そうして信用を積み上げて
いったというのはあります。あ
るとき、学校の校長会でジュニ
ア教室のプレゼンテーションを
させてもらったんです。『じゃ
あ学校で募集をしますよ』と
言ってくださった。普通ならボ
ウリング場に来た子供だった
り、連絡先のわかる子に呼びか
けるのが基本だと思うけど、一
気に全校生徒に案内が出せる
ようになりました」
この教室では”感謝・礼儀・思
考力”の3つを常に呼びかける
など、人間形成に重きを置い
ている。
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▲ジュニアクラブの練習風景。この日参加していた男子は 
　12名中11名が両手投げだった

▲ジュニアアカデミーは黄色のユニフォームで統一。井口 
　プロの息子でナショナルチームメンバーでもある遼太
　さんが中心になって指導を担当

▲井口プロ自ら指導する笹塚中学の部活風景。「生徒からユニフォームをという声も出て
　いるので、　4月までには作ってあげたい」

小学生対象の教室は盛況

より広くネットワークを
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